
　

平
成
二
十
七
年
四
月
十
五
日
、
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
レ
ス
ト
ラ
ン
一
四
階

「
光
の
間
」（
名
古
屋
市
東
区
東
桜
一
―

一
四
―
二
五　

テ
レ
ピ
ア
）
で
、
第
八

回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
午
後
六
時
か
ら
受
付
を
開

始
。
正
会
員
・
準
会
員
を
含
め
中
部
地

区
で
活
躍
す
る
経
営
者
ら
約
三
〇
名
が

出
席
。

　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
の
第
一
部
で

は
、
名
古
屋
税
関
の
河
上
洋
右
税
関
長

を
講
師
に
迎
え
、
演
題
を
「
世
界
経
済

の
展
望
と
日
本
・
税
関
の
課
題
」
と
し

て
講
演
。

　

河
上
税
関
長
は
最
初
に
世
界
経
済
の

流
れ
を
総
括
し
、
そ
の
矛
盾

が
ピ
ケ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高

ま
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る

と
言
及
。
自
身
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ロ
シ
ア
な
ど
で
の
経
験

を
交
え
、
欧
州
不
安
が
異
文

化
へ
の
不
寛
容
を
も
た
ら
し

て
い
る
現
状
や
、
ギ
リ
シ
ャ

経
済
危
機
が
大
き
な
混
乱
を

も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
理
由
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
脱

退
問
題
の
深
刻
さ
な
ど
を
解

説
。
さ
ら
に
中
国
経
済
の
今

後
の
成
長
に
関
す
る
見
解
や

課
題
な
ど
を
語
っ
た
。

　

最
後
に「
管
内
五
県
の
色
々
な
企
業
、

工
場
、
研
究
所
を
回
っ
て
思
う
の
は
、

こ
の
地
域
に
は
何
で
も
あ
る
と
い
う
こ

と
。
そ
の
底
力
を
も
っ
と
活
用
し
て
、

日
本
経
済
を
引
っ
張
っ
て
欲
し
い
。
為

替
に
左
右
さ
れ
な
い
も
の
づ
く
り
を
目

指
し
て
ほ
し
い
」
と
出
席
す
る
経
営
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
た
。

　

午
後
七
時
二
十
五
分
か
ら
の
第
二
部

で
は
、
会
場
を
同
じ
く
し
て
、
晩
餐
を

交
え
た
名
刺
交
換
会
お
よ
び
親
睦
会
を

開
催
。
ホ
ク
セ
イ
の
山
下
三
男
代
表
が

「
雑
誌
の
内
容
も
落
ち
着
い
て
き
て
い

る
」
と
評
価
し
た
上
、「
出
席
者
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
っ
て
」
と
乾
杯

の
発
声
を
行
っ
た
。

　

立
食
式
の
中
華
晩
餐
を
交
え
た
親
睦

会
が
和
や
か
に
行
わ
れ
、
最
後
は
税
理

士
法
人
ア
ク
シ
ス
代
表
社
員
の
藤
井
隆

夫
氏
に
よ
る
一
本
締
め
で
中
締
め
が
行

わ
れ
た
。

◇

　

次
回
の
東
海
財
界
倶
楽
部
例
会
は
六

月
十
七
日
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
、
メ

ル
パ
ル
ク
名
古
屋
で
開
催
。
講
演
者
に

は
駐
名
古
屋
大
韓
民
国
総
領
事
館
朴
煥

善
総
領
事
を
迎
え
る
。

第8回「東海財界倶楽部」例会
「全国及び東海地方の経済状況」

　

平
成
二
十
七
年
四
月
十
五
日
、
第
八
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会

が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
東
海
地
方
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
中
心
と
し

た
異
業
種
交
流
会
。
当
日
は
名
古
屋
税
関
河
上
洋
右
税
関
長
が
、
演
題

を
「
世
界
経
済
の
展
望
と
日
本
・
税
関
の
課
題
」
と
題
し
て
講
演
。
親

睦
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

河上洋右税関長


